
平成 14 年度臨時（第 2 回）理事会議事録 
 
日  時 平成１４年１０月１９日（土） １０：３０～１８：００ 
場  所 岸記念体育会館４０１会議室 
出席理事（敬称略、順不同）： 
山崎達光（委任：戸田邦司）、井手正敬(委任：戸田邦司)、小田切満寿雄、戸田邦司、松本

富士也、小田泰義、栗田栄一郎、高橋順一（委任：秋山雄治）、岩田直幸、栗原博、斉藤威、

清水昭、鈴木保夫、富田稔、戸張房子、名取正精、浪川宏、平賀威、広瀬興郎、松田健次

郎、三井祥功（委任：浪川宏）、倭千鶴子、市原恭夫、福田義一、昇隆夫、都築勝利（委任：

小田泰義）、水谷益彦、中山明、岩田行史（委任：戸田邦司）、柴田、西原敏文、古谷正宏

（委任：昇隆夫）、秋山雄治     以上３３名、内委任状７名 
欠席監事：石崎忠朗、青渕隆督     以上２名 
オブザーバー：末木創造レース委員長 
 
議事の経過及び結果 
（定足数の確認） 
理事３３名、出席者３３名（内委任状７名）により、寄附行為第 29 条に基づく定足数を

充足しており、本理事会は成立。 
（議長による開会宣言） 
山崎達光会長が病気療養中のため、寄附行為第 19 条に基いて戸田邦司副会長が議長とな

り、平成 14 年度臨時（第 2 回）理事会の開会を宣言。 
（議事録署名人） 
本理事会の議事録署名人としては、議長指名により中山明、市原恭夫の両理事が任命さ

れた。 
 
（小田切副会長挨拶） 
  議事について、スムーズな進行にご協力をいただきたいとのご挨拶があった。 
 
＜議案事項＞ 
（４）JSAF レースオフィサー規定改正について 

末木レース委員長から資料に基づき、レースオフィサー制度の新設についての提案」

がなされた。これに対して、松本副会長から、「現在の JSAF 資格制度は、ジャッジ、

計測員、指導者など多岐に亘っており、各種資格の条件、有効期限などの内容につ

いて整合を図る必要があるのではないか」との提言があり、議論の結果、「今後、各

種制度との整合を図りながら、外洋制度についての補充を含めて修正する」ことで 
承認された。 



（１）会長候補者推薦委員会について 
    議案に入る前に、戸田副会長より、山崎達光現会長の病気療養中の経過説明なら

びに平成 15 年度からの会長職継続についての意思を確認したので、会長候補者推薦

委員会の開催は必要がないのではないか、との説明があった。 
    岩田理事他多数の理事から、理事選考方法については、平成 14 年 9 月臨時評議員

会を経過している以上、手続き上問題があるとの発言があった。 
    採決の結果、会長候補者推薦委員会を設置する事に決し、同委員に小田専務理事、

栗田常務理事、高橋常務理事、富田総務担当理事、秋山普及担当理事、松田競技担

当理事、並びに鈴木会計担当理事の 7 名が選出され、別途会議を開催して会長候補

者を推薦する事となった。 
    小田専務理事より、委員会で審議の結果、山崎達光現会長を次期会長に推挙する

事になった旨報告され、理事会で承認された。 
 
    富田理事より資料に基づき、「平成 15 年度理事選出細目（案）」について説明があ

った。12 項目について、項目ごとに内容を精査、理事選出スケジュールについても

決定された。公示は平成 14 年 12 月 5 日の会報誌「J-SAILING」にて掲載、立候補

締切りは 12 月 20 日とした。選挙管理委員会委員に、末木創造氏、鈴木明善氏、横

山勝重氏の 3 名が候補者として推薦され、評議員へは会報誌「J-SAILING」を通じ

て公示することになった。 
（２）JSAF 寄付行為の改正について 
    水谷理事より資料に基づき、寄付行為改正についての説明があった。寄付行為第 2

条の 2 項につき、9 事務所の従たる事務所が定められているが、統合時の合意事項や

実態としての JSAF 事務所とは考えがたく削除するべきとの旨、発言があった。 
    戸田副会長より、寄付行為作成については統合時に監督官庁（当時の運輸省）の

指導で作成したものであり、従たる事務所については、JSAF 固定資産の通信設備（郵

政省海岸局無線基地局）として登録されている住所である。許認可取消しなどに関

連があり、平成 15 年度以降の検討事項となった。 
（３）JSAF 諸規定の改正について 
    水谷理事より資料に基づき、JSAF 諸規定改正についての説明があった。現行諸規

程集は平成 13 年 4 月に制定され、10 項目からなっている。「決裁規程」「職員旅費

規程」「費用弁済に関する規程（案）」「文書取扱規定（案）」「契約規程（案）」「専決

規定（案）」「経理規程の改正部分 新旧対照表」「経理事務規則の改正部分 新旧対

照表」「連盟印章規程の改正部分 新旧対照表」「事務局処務規程の改正部分 新旧

対照表」について、内容の矛盾、誤字脱字、文章の考え方の相違点など、未整備部

分の見なおしについて提案があった。 
    市原理事より「経理規程の改正部分 新旧対照表」については再検討する必要が



ある旨の発言があった他、その他の改正案の内容は厳格で重苦しく、JSAF の組織規

模、事務局人員数の実態を見極め、運営の円滑化と処理能力の停滞を起こさない様

見極めながら改正すべきとの意見が複数の理事よりあった。 
    平成 15年度改訂運用に向け、提案者の意向を汲んで総務委員会で修正し提案する。 
（５）全日本学生外洋帆走連盟の特別加盟団体加盟申請について 
（６）日本 29er 級協会の特別加盟団体加盟申請について 
（７）日本 Melges24 クラス協会の特別加盟団体加盟申請について 

 平賀理事より資料に基づき、上記 3 団体について「特別加盟団体登録申請承認の

お伺い」について説明があった。 
「日本 Melges24 クラス協会」については承認。 
「日本 29er 級協会」については、会則･決算書類を整えることで承認された。 
「全日本学生外洋帆走連盟」については、①名称を含む全日本学生ヨット連盟との

整合性、②大学内認知と位置付け、③責任体制強化の為の OB 等一般役員の参加が

承認の追加事項として求める事とし、今回の加盟申請は否決見送りとなった。 
（８）評議員の変更について 
    武村事務局長より資料に基づき、2 名の評議員変更申請（高田尚之氏･関東ブロッ

ク新任･外洋三崎、久芳志治氏･九州ブロック変更･外洋玄海）があった旨、説明があ

った。水谷理事より、届出の書式の統一性が必要との指摘があった。 
理事一同、承認。 

（９）平成 14 年度大会共同主催･公認･後援願いについて 
    末木レース委員長より資料に基づき、10 大会について共同主催・公認・後援願いの

申請提出があった旨、説明があった。 
   理事一同、承認。 

 
＜協議事項＞ 
（１）全日本学連要望書に関する件 
    秋山理事（学連担当）より、平成 14 年度 4 月 30 日付けで全日本学生ヨット連盟

からメンバー登録受付業務を認定していただく等の要望書につき、秋山理事から回

答案が提出された。 
    中山理事から JSAF としていずれの団体登録でも組織への加入時には構成員名簿

と会費納入は不可分の事項であり、一部の登録（特別加盟団としての全日本学連か

らではなく、水域学連から加入する行為）で正規加入を認可するのは JSAF 組織運

営上、禍根が残るのではないかとの指摘があった。 
    正式に、秋山原文を全日本学生ヨット連盟会長杉山様へ回答文書を発行すること

になった。 
 



 
（２）平成 15 年度日本財団助成事業募集（案）について 

秋山普及担当理事より資料に基づき説明があった。平成 15 年度日本財団助成事業

申請につき、平成 14 年度事業内容とほとんど変更はしていない。総事業費合計は

14,668,000 円とした。申請締切りは平成 14 年度 10 月末日となっている。 
 浪川安全通信副委員長より、新規事業として「外洋帆走安全教育」が提案された

が「安全指導者講習会」事業との整合性を図り、調整することになった。今後の課

題として新規事業申請の処置についても検討することが必要との意見があった。 
 
＜報告事項＞ 
17)ISAF2002 年次総会について 
 広瀬国際委員長より、ISAF 年次総会 2002 の 9 名出席について、旅費交通費補正を申請

したいとの旨、報告があった。次回理事会の審議事項として、改めて国際委員会より補正

予算申請を提出することになった。 
その他)毎日スポーツ賞の選考について 
オリンピック委員会へ一任することになった。 
 
その他報告事項については、定刻を過ぎたため各理事で熟読していただきたい旨、小田

切議長より発言があった。以下は、報告事項の簡単な内容を議事録署名人の指示より掲載

することにする。 
1) 平成 14 年度上半期会計報告について 
2) 野口会計士中間監査について 
3)文部科学省・国土交通省監査について 
平成 14 年 10 月 30 日に監督官庁による監査が行われる。 

4)インターナショナル 14 世界選手権について 
平成 15 年 8 月和歌山において開催。助成金申請依頼の検討が出ていた。 

5)ISAF インターナショナルメジャラーの申請・規則について 
富田総務担当理事からインターナショナルメジャラー申請規則について、JSAF 運営規則

として細則も含め平成 15 年度までに発行する旨の報告が出ていた。 
6)海洋環境保全推進週間の実施について 
海上保安庁警備救難課より平成 14 年 11 月 1 日～7 日まで実施のお願いが出ていた。 

7)平成 14 年度 9 月 30 日現在のメンバー登録状況 
8)加盟団体名称変更について 
平成 14 年 4 月 20 日総会にて「岡山県ヨット連盟」から「岡山県セーリング連盟」への

名称変更が出ていた。 
9)第 29 回オリンピアード競技大会について 



IOC プログラム委員会より現行競技・種別・種目に関する勧告が出ていた。 
10)アクセスディンギー世界選手権について 
11)全国普及安全会議について 
平成 14 年 11 月 16･17 日に東京夢の島マリーナにて開催する案内が出ていた。 

12)平成 14 年度「体力つくり強調月間」の実施について 
文部科学省より協力と実施について依頼文が出ていた。 

13)高知国体・静岡リハーサル国体の報告について 
報告書が出ていた。 

14)「日本一周フラッグリレーキャンペーン 2002」報告について 
現状までの中間報告書が出ていた。 

15)平成 14 年度通常（第 2 回）理事会議事録（案） 
16)平成 14 年度臨時評議員会議事録（案） 
18)その他 
① ナショナルチーム選考レース実施要項（案） 
② 沖縄強化合宿＆練習計画（案） 
③ アテネプレプレオリンピック参加統括報告 
④ 2002 年 470 ワールドの報告について 
⑤ C 級コーチ専門科目講習について 
⑥ ルール委員会報告 
 
 
平成 1４年度臨時（第２回）理事会議案は、上記の通り議決ならびに承認されたことを確

認し、議事録署名人は以下に記名捺印する。 
 
平成 1４年１０月２２日 
議    長   副 会 長   戸 田 邦 司 

 
議事録署名人   理   事   中 山  明  

 
議事録署名人   理   事   市 原 恭 夫 


